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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本全国の大学の日本語教員を対象として質問紙調査を行い、発達障害
等により学習に困難を抱える日本語学習者の学習上の困難点、および、日本語教員の支援方法の現状を明らかに
した。さらに、8名へのインタビュー調査によって、学習者への支援事例を収集し、その背後にある教員の教育
方針や考えの一端を明らかにした。
これらの研究成果が日本語教員に共有され、学習者支援の際に参照することができるよう、ウェブサイトを作成
し公開した。

研究成果の概要（英文）：In this study, a nationwide questionnaire survey was conducted among 
university instructors teaching Japanese in Japan. The aim was to identify specific learning 
difficulties encountered by learners of Japanese with developmental disorders or other challenges, 
and to clarify the support strategies currently employed by instructors. In addition, in-depth 
interviews were conducted with eight Japanese language instructors to collect case studies of 
learner support and to explore the educational philosophies and ideas underlying their practices. 
To ensure broad access to these findings and to support instructional practices, a website was 
developed and launched to disseminate the research outcomes.

研究分野：日本語教育、学習者支援、実践研究、協同学習

キーワード： 日本語学習者　日本語学習上の躓き　障害　認知特性　学習者支援　合理的配慮　教育的対応　支援事
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研究成果の学術的意義や社会的意義
2024年4月に、日本の全大学において合理的配慮が義務化されたことに伴い、支援の必要性は高まっている。本
研究によって明らかにされた学習者の学習上の困難点や教員の支援方法は、日本語教員が今後、学習者の困難点
を分析的に把握したり、具体的な支援を検討したりする際の参照資料となる可能性があり、日本語教育に資する
ものであると言える。
また、調査結果や支援事例を所属機関を超えて参照できるようウェブサイトを構築したことは、社会的にも意義
があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１. 研究開始当初の背景 
 2016 年 4 月に「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」（障害者差別解消法）が施
行され、障害を持つ学生に対する環境調整を行う合理的配慮が国公立大学においては義務、私立
大学等においては努力義務とされた。本研究に着手した 2020 年には、大学に学習に難しさがあ
る学生が在籍している可能性があること、その中には日本語を学ぶ学習者もいることが認識さ
れていた。楠ほか（2016）によると、調査対象とした国公立大学 3 校では全留学生の 10％が発
達障害などの診断を有しているという。このほかにも大学等に在籍する日本語学習者を対象と
した支援に関する先行研究（池田、2004；坂根、2000；中川、2009；安田、2013 など）が多くな
されている。 
以上のように、日本語教育において学習困難を抱える学習者に関する研究は増えつつあった

ものの、それらは先行研究を整理した文献研究や事例研究が多かった。また、日本学生支援機構
（JASSO）は、ウェブサイト等において大学における支援方法や事例等の資料を参照できるよう
提供していたが、日本語学習者に当てはまらないこともあり、日本語教員が参照できる資料が限
られていたため、それぞれが試行錯誤を重ねながら支援を行っている状況であった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、大規模調査により大学等高等教育機関での日本語学習における学習者の躓

きとその支援事例を収集し分析すること、インタビュー調査により個別の支援事例、およびその
支援の背景にある日本語教員の教育方針や考えを明らかにすることである。さらに、これらの研
究結果を広く日本語教員に共有し、日本語教育における特別支援体制の構築の一助とすること
を最終的な目的としている。 
 
３．研究の方法 
(1)質問紙調査「学習者の学習上の難しさと教員の支援、支援のために必要な情報とリソース」 
 調査は 2021 年 4 月から 6 月に実施した。対象は、留学生が 40 名以上在籍する日本国内の大
学 316 校であった。日本語担当教員にオンラインフォームでの回答を依頼し、105 件の回答が得
られた。調査項目は、①学習者の日本語学習上の難しさ、②教員の対応や支援、③より良い支援
をするために必要な情報やリソースの 3点である。 
 
(2)インタビュー調査「支援事例とその支援の背景にある日本語教員の教育方針や考え」 
 調査対象者は、質問紙調査への協力者のうち、インタビュー調査への協力を承諾した 8 名であ
った。調査は、2022 年 7月から 8月までに、Web 会議ツール（Zoom）にて行った。調査に際し、
研究対象とされたくない内容については申し出により削除する旨を伝え、インタビューを行っ
た。主な質問項目は、日本語学習に困難を抱えていた学習者について、①どのような難しさであ
ったか、②その難しさに対しどのような支援を行い、その結果どうであったかで、個別に半構造
化インタビューにより実施した。インタビューは録画し、文字に起こした。 
 
４．研究成果 
(1)学習者の日本語学習上の難しさ 
 学習者の日本語学習上の難しさを、1)理解における難しさ、2)産出に関する難しさ、3)行動に
おける難しさの 3点から明らかにした。こうした難しさを項目ごとに整理し、日本語教員が学習
者の困難点を分析的に把握することを可能にした。以下、調査結果を示す。 
 
1) 学習者の理解（聞くこと、読むこと）における難しさ 

項目 回答数(％) 

学習者の日本語力で理解可能な内容であるが、何かを理解する際、早合点や飛躍した考え方をす

る。 

67（64） 

学習者の日本語力で理解可能な内容であるが、指示や質問の意図が理解できなかったり誤って理解

したりする。 

59（56） 

（教師から見て）覚える意欲があり十分に練習しているように見受けられるが、文字の認識が難し

い。 

53（50） 

学習者の日本語力で理解可能な内容であるが、抽象的な概念や物事の因果関係を理解することが困

難である。（例：読解の際、原因と結果の関係をとらえられない等） 

34（32） 

  
2) 学習者の産出（音読すること、書くこと）における難しさ 

項目 回答数(％) 

学習段階が進んでいても、促音、拗音、長音、撥音の間違いが繰り返し見られる。 54（51） 



（教師から見て）覚える意欲があり、十分に練習しているように見受けられるが、その学習段階に合

った基本的な文字の産出が難しい。（例：正しく音読できなかったり、書き誤ったりする。鏡文字を

繰り返し書く。存在しない解読不可能な文字を書く等） 

49（47） 

その学習者の日本語力で簡単に理解できる文であるが、音読する際、書いてあることと違う読み方を

したり、書いてある語句や行を抜かして読んだりする。（例：「いきました」を「いました」、「学

校へ行きました」を「学校を行きました」と読む等） 

41（39） 

文字や文章を書き写す際、簡単な字形であっても、正しく書くことが困難である。（例：板書や練習

問題等の問題文で示された語を正しく書けない等） 

31（30） 

  
3) 学習者の授業内の行動における難しさ 

項目 回答数(％) 

時間管理が苦手で、計画的な行動ができない。（例：遅刻が多い、提出期限を守れない等） 72（69） 

整理整頓が苦手で、配布された教材の管理ができない。 68（65） 

授業等で教員やクラスメイトの発話を聞いていないと感じられることがある。 62（59） 

クラスメイトと協力し課題に取り組むことが難しい。（例：ロールプレイ、プロジェクト等） 54（51） 

授業に集中していない様子が頻繁に見られる。 52（50） 

思いつくままに話したり、場面・文脈から外れた発話をしたりすることがある。 48（46） 

よく忘れ物をしたり、物を失くしたりする。 45（43） 

順番を待たずに発言し、クラスメイトの話や活動をさえぎることがある。 42（40） 

新しい方法や急な変更をすぐに理解し対応することが難しい。（例：スケジュールやプロジェクト・

試験等の進め方に変更があった場合、新しい進め方を理解して行動できない等） 

36（34） 

  
  
(2)日本語教員の対応や支援 
 日本語教員が学習者に対しどのような対応や支援を行っているかを明らかにした。この結果
から、日本語教員の学習者への対応や支援は広範囲に及ぶものであることがわかる。指導経験の
少ない教員は、このリストによって、自らの支援方法について再検討する際に、この結果を参照
することで、支援の選択を増やすことを可能にするものである。以下、調査結果を示す。 

項目 回答数(％) 

学習者の特性を見て、活動時のペアやグループを調整する。 71（68） 

他の教員や他の部署（特別学修支援室やカウンセラー等）と相談する。 65（62） 

学習者と面談の機会を持つ。 65（62） 

学習者に学習方法・方略・管理方法を助言する。 63（60） 

学習者を個別に指導する時間を設ける。 59（56） 

教員として学習者の難しさの要因を推測して指導を行う。 48（46） 

学習者に、授業の進め方等について事前に説明をしておく。 35（33） 

学習者に特別学修支援室やカウンセリングルーム等、専門部署のサポートを受けるよう勧める。 34（32） 

難しさの要因を学習者と共に考える。 33（31） 

難しさを抱える学習者に他の学習者とは別の課題を与える。 24（23） 

学習者が混乱しないよう、授業での指導方法に一貫性を持たせるようにする。 24（23） 

コースや授業の進度を遅くする。 14（13） 

  
(3)学習者支援のために必要なリソース・情報 
日本語教員が求めている学習支援のためのリソースや情報についても明らかにした。学習者

支援は、教員個々人に委ねられるものではなく、組織全体として取り組むべきであるものである
が、本研究によって、どのようなリソースや情報が求められているのかを示すことができた。以
下、調査結果を示す。  

筆者らがつけたラベル 自由記述欄に記載されていた記述内容（要点） 

障害の特徴と事例、 

その対応集 

障害の特性と対応が説明された動画やウェブサイト等／日本語教育における成功事例や対

応例／支援者がすべき対応・すべきではない対応の例／困難を抱える学習者に対する具体

的な指導方法（教材・教案等） 

問題の見極めのための

ガイドライン 

障害についての特徴や躓きやすいポイントがわかる情報／支援が必要な学生かどうかを判

別するための、日本語学習者用の指標 

アセスメントツール 障害の有無を見分けるテスト／難しさの要因を特定できるツール 

専門的知見 医療的な知見／特別支援教育からの知見／研究データや研究データに基づいた指導方法 



情報共有・相談の場 特に日本語教育分野での、対応・教材・知識が共有できるプラットフォーム／教員の悩み

を共有や相談、意見を交換できる場 

教員の学びの機会・ 

学ぶ場 

特別支援教育や障害の特徴についての学習機会／事例等を学べる研究会・勉強会・ワーク

ショップ（具体的には、教室でのサポートの仕方、個別指導の方法、テストの実施や評価

の仕方等 

学習者情報の提供と 

共有 

大学や本人学生との情報共有／担当教員間の情報共有／学習者の入学前の機関や所属機関

からの事前の情報提供 

周囲からの理解、協力 周囲の教員や学生からの理解／クラスメイトが合理的な支援だと理解できるための情報 

その他 他国や他地域の支援についての情報／個別対応のための人員・予算の確保／当事者の語り

／本人が障害に気づいていない場合の望ましい対応の方法 

 
(4)支援事例とその支援の背景にある日本語教員の教育方針や考え 
 日本語教員が学習者支援を行う際、その背後にはそれぞれの教育方針や考えがあるはずであ
る。本研究で支援方法と各教員の教育方針や考えの関係性を示すことにより、日本語教員が自ら
の教育方針や考えを内省した上で、学習者の状況や教育目的にあった支援方法を選択する重要
性を指摘することができた。以下、調査の結果を示す。 

教員 支援方法 方針と考え 

A 

私・常 

・クイズは何度受けてもよいこととし、最高点

を得点とする。 

・課題を絞ってできたところを褒める。 

・ゴールを 1 つに定めるのではなく、設定した個々の目標

をクリアできればよしとする。 

・当該学習者が実力を発揮できる方法を考え、個々の成長

を認める。 

B 

国・常 

・うまく対処してくれる学習者とペアを組ませ

る。 

・障害による不適切な行動があっても授業の最

後は認めて気分良く終われるよう配慮する 

・時間延長しか求められていなくても、フォン

ト・サイズ・行間なども個々に見やすく工夫する。 

・事前に教員・事務・カウンセラーなど複数名で

面談をして必要なサポートを探る。 

・英語ができるカウンセラーの配置を依頼する。 

・「皆が平等に学ぶ権利がある」という信念のもと、その

ために必要な体制を整えられるよう組織に働きかけ、同僚

にも情報提供する。 

・一人の人間として尊重し、平等に学びそれぞれが力を発

揮できるようにすべきだ。 

・学習者なりに毎日成長しているところを見て評価すべ

きだ。 

・当該学習者がいてもコミュニティーとしてクラスが成

り立つことが最優先である。 

C 

私・常 

・機械的な声かけではなく、「眠れていますか」

など気遣う文言を加えてまめに連絡する 

・学習者が「話せるエリア」の中でのみ対応し、

それ以上無理に踏み込まない。 

・学習者が頑張っている（生活も含め前向きに動いてい

る）ことを認め、評価する。 

D 

私・常 

・漢字のクイズに選択式（パズル式）の問いも入

れて点がとれるようにする。 

・伸びが期待できなくても個人的に学習に根気

よく付き合う。 

・障害を持つ学習者を変えよう、伸ばそうとは思わない

が、寄り添い伴走する。 

・障害を持っていても学ぶ権利を与えられて当然。他の学

習者と対等に勝負ができるところを見つけ、それを個々の

力で表現できるようサポートすべき。 

E 

国・常 

・授業に来なくてもクラブや趣味など熱中し楽

しめていればよい（留学の意義としてはそれでも

いい）と考え見守る。 

・障害は変わらないので無理をさせない。障害も多様性の

一つと考えて教員は対応したほうがいい。 

・積極的に助けない、特別扱いはせず、理解して見守る。 

F 

私・常 

・他の学習者とペアになることが難しい学習者

は教員とペアになって進めるが、それ以外特別な

対応はなく、ただ「丁寧に」対応する 

・どんな学習者でも、その人なりに参加しやすい

ように授業をデザインする。 

・特別なケアをするのではなく、普段の教育をより丁寧に

する。 

・教員は１つのアプローチにこだわるべきではない。学習

者をよく見てエラーの原因を知り、対処法を考えるとよ

い。 

・教員は全知識と経験を生かして全力を尽くすが、それで

もうまくいかなかったらごめんなさい、というスタンスを

取っている。 

G 

国・常 

・カウンセラーや養護学校（特別支援学校）の教

員に話を聞く、専門書などで学習者の特性につい

て調べる。 

・教員が「気持ちが楽になり、余裕ができ、心の準備がで

きるよう」知識を得ることが大切である。そのために専門

家とつながるようにする。 



H 

国・非 

・専任の教員に引き継ぐ、情報を共有する 

・普通の授業をするが、その人に合わせてスピー

ドを遅らせたり、分からない所を繰り返したり、

集中させたりする 

・申請があった場合チームリーダーの教員の許可が出た

ときのみ対応する。 

・障害に関わることではなく、授業の内容に関することな

ら、時間の許す範囲で個別に対応する。 

 ＊教員の列に付されている「国」は国立、「私」は私立の大学法人、「常」は常勤、「非」は非常勤の教員（調査実施

時）であることを示している。 

 
（5）研究成果の共有 
 本研究の成果を日本語教員に共有するために、ウェブサイト「学習に困難がある日本語学習者
への学習支援」https://www.nu-cd.jp/nihongo.shien/を作成、公開した。 
 本ウェブサイトでは、支援の際に参照できるよう、本研究の紹介、支援事例、認知特性のある
日本語学習者の学習上の困難点などの情報を掲載した。さらに、本ウェブサイトを訪れた日本語
教員が、自らの支援事例や研究論文等の情報を投稿することができるように設計されている。今
後、本ウェブサイトを通して共有される情報が充実し、認知特性のある日本語学習者支援に取り
組む日本語教員のプラットホームとなることが期待される。 
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